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今
年
は
、
小
諸
市

制
五
十
周
年
に
当
た

り
、
十

一
月
二
日
に

は
、
小
諸
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
記
念
式
典

が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
四
月
十

一
日
の
市
長
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
芹
澤
勤
市

長
お
よ
び
市
役
所
関
係
者
は
、
記
念
式
典
な

ど
そ
の
方
の
行
事
で
お
忙
し
く
、
こ
の
東
京

小
諸
会
総
会

。
大
懇
親
会
に
は
お
見
え
に
な

れ
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
そ
の
お
忙
し
い
中

を
、
東
京
小
諸
会
に
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
寄
せ
下
さ
り
、
そ
の
中
で
、
市
制
五
十

周
年
記
念
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
ご
紹
介
下

さ
い
ま
し
た
。
芹
沢
新
市
長
の
ご
当
選
を
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
る
と
と
も
に
厚
く
御
稽

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
万
障
お
繰
り

合
わ
せ
ご
出
席
下
さ
り
感
謝
に
堪
え
ま
せ

ん
。

さ
ら
に
、
羽
田
進

一
郎
長
野
県
人
会
連
合

会
顧
間

（参
議
院
議
員
）
、
我
山
惇
同
常
務
理

事
、
山
田
郁
子
東
京
滑
川
会
会
長
、
石
倉
京

子

・
石
川
隆
同
副
会
長
、
山
崎
延
秋
東
京
上

田
会
相
談
役
、
小
川
正
之
三
ツ
和

（小
諸
そ

ば
）
会
長
、
ほ
か
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

会
の
た
め
特
に
貴
重
な
お
時
間
を
お
さ
き
下

さ
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
芹
沢
新
市
長
の
別
項
の
御
寄
稿
に

よ
り
ま
す
と
、
新
市
長
は

「行
動
す
る
市
長
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
市
民
の
立
場
に

立

っ
て
大
切
な
も
の
は
何
か
を
見
極
め
、
改

革
し
、
決
断
し
、
実
行
す
る
市
政
の
実
現
を

目
指
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
私
は
大

賛
成
で
す
。

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
七
月
二
十
四
日
に

は
、
小
諸
青
年
会
議
所
の
協
力
を
得
て
、
高

峰
高
原
に
お
い
て
、
「
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
野
口

健
と
登
ろ
う
浅
間
山
」
と
題
し
約
二
百
人
の

小
中
学
生
が
、
野
口
さ
ん
か
ら
環
境
保
護
の

大
切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
浅
間
山
の
清
掃

登
山
を
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
と

て
も
い
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
十
月

一
日
に
は
、
懐
古
園
の
馬
場

の
特
設
舞
台
で
、
懐
古
園
で
は
初
め
て
の
、

「小
諸
城
址
懐
古
園
薪
能
」
を
行
い
、
重
要
無

形
文
化
財
保
持
者
の
能
楽
師
の
舞
や
謡
、
夜

空
に
響
く
鼓
の
音
に
、
約
千
三
百
人
の
観
衆

は
、
幻
想
的
な
世
界
を
堪
能
し
た
と
の
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
は
長
野
県
の
都
市
の
中
で
は

初
め
て
の
試
み
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
中
、
浅
間
山
が
八
月

一
日
の
夜
、

噴
火
し
ま
し
た
。
二
十

一
年
ぶ
り
と
の
こ
と

で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
全
国
放
送
で
ほ
と
ん
ど
毎
日

の
よ
う
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
、

火
日
の
か
た
ち
の
関
係
で
、
小
諸
の
方
に
は

溶
岩
は
き
ま
せ
ん
が
、
群
馬
県
側
の
方
に
は

同
情
い
た
し
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
九
月
二
十
六
日
に
は

「浅

間
登
山

マ
ラ
ソ
ン
」
が
行
わ
れ
、
約
百
六
十

人
が
参
加
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
も

い
い
企
て
で
す
。

私
が
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
国
際
化
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
時
代
に
照
ら
し

て
、
小
諸
市
が
中
国
の
南
京
大
学
と
提
携
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同
大
学
の
日
本
語
学

部
の
学
生
の
島
崎
藤
村
先
生
の
作
品
の
翻
訳

と
感
想
文
に
対
し
て
賞
を
贈
り
、
ま
た
十
月

に
は
芹
沢
市
長
御
自
身
が
南
京
大
学
を
訪

れ
、
授
賞
式
を
行
わ
れ
た
こ
と
で
す
。

私
は
、
昨
年
の
こ
の
席
で
も
お
話
し
ま
し

た
が
、
世
界
的
な
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
こ
ん
に
ち
、
小
諸
は
国
際
化
と
観
光
で
生

き
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
芹

沢
市
長
が
南
京
大
学
に
行
か
れ
た
の
は
非
常

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
、
芹
沢
市
長
は
じ
め
市

当
局
、
柳
沢
祥

一
市
議
会
議
長
、
香
坂
勝
商

工
会
議
所
会
頭
、
花
岡
道
別
観
光
協
会
会
長
、

韮
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．
開
会
の
辞

．
県
歌

「信
濃
の
国
」
斎
唱

．
会
長
あ
い
さ
つ

。
物
故
者

へ
の
黙
祷

。
議
　
事

①
　
会
務
報
告

②
　
会
計
報
告

③
　
△ム
計
監
査
報
告

。
来
賓
紹
介

・
祝
辞

。
大
懇
親
会

①
　
鏡
開
き

②
　
乾
　
杯

③
　
開
宴

。
歓
談

・
福
引

．
閉
会
の
辞

平 成 15年 度 決 算 報 告 書

～平 (単位 円)

ろ、いずれも正確であることを証明

監 事   土 屋 佳代子
″   渡 邊 義 知

します。 平成16年 1月

15年 12月 31

支 出 の 部

科  目 金 額

出

儀

費

費

金

支麟
祝
弔
経
越

絵
御
慶
諸
繰

1,202,935

40,000

0

40,000

50.000

計 1,332,935

自 15年 1月 1日

収 入 の 部

科  目 金 額

金

費

代

儀

入

卿

一
一
生
口
祝

収

前

総

広

御

雑

156,935

735,000

290,000

150,000

1,000

計 1,332,935

以上の報告を監査しましたとこ
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ほ
か
小
諸
市
の
有
力
者
、
市
民
の
皆
様
が
小
諸
の
国

際
化
と
観
光
に

一
段
と
力
を
お
入
れ
に
な
る
こ
と

を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
東
京
小
諸
会
と
し
て
お
手

伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
何
な
り
と
い

た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
遠
慮
な
く
お
申
し
つ
け

下
さ
い
。

最
後
に
、
御
来
賓
、
会
員
の
皆
様
、
き
ょ
う
は
総

会
の
議
事
の
あ
と
は
、
市
川
源
太
郎
副
会
長
の
名
司

会
で
、
懐
し
い
小
諸
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
ふ
る
さ

と
の
日
本
酒
と
ワ
イ
ン
を
味
わ
い
、
土
日
と
今
と
明
日

の
小
諸
を
語
り
合
い
、
小
諸
に
つ
い
て
の
歌
を
唱

い
、
素
晴
ら
し
い
景
品
が
当
る
福
引
を
引
い
て
秋
の

一
夜
を
存
分
に
楽
し
く
お
過
ご
し
下
さ
い
。

大
懇
親
会
に
入
り
ま
し
て
か
ら
は
、
ど
う
ぞ
ご
出

席
の
皆
様
方
同
士
で
お
唱
い
に
な
る
な
ど
さ
れ
て
、

飛
び
切
り
楽
し
い
会
に
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。な

お
、
こ
の
如
水
会
館
は
、
私
の
母
校
、　
一
橋
大

学
の
同
窓
会
館
で
あ
り
、
飲
食
の
方
は
東
京
会
舘
が

委
託
経
営
し
て
お
り
ま
す
の
で
と
て
も
美
味
し
い

で
す
。
ど
う
ぞ
た
く
さ
ん
お
召
し
上
が
り
下
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
も
、
こ
の
東
京
小
諸
会
総
会

・

大
懇
親
会
の
た
め
に
は
、
役
員
の
方
々
か
ら
献
身
的

な
お
力
添
え
を
頂
き
ま
し
た
。
役
員
の
方
々
の
小
諸

愛
に
は
い
つ
も
強
い
感
銘
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
感

謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
特
に
北
村
尚
巳
理
事
に
は
、
会

員

へ
の
案
内
先
の
こ
と
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
年
も
小
諸
市
、
信
州
味
噌
、
小
諸
そ
ば
、

コ
ミ
ー
、
常
盤
館

。
花
お
か
、
三
和
シ
ャ
ッ
タ
ー
、

山
謙
酒
造
、
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
、
一局
嶺
商
会
、
本
会
の

小
山
田
純

一
。
大
池
あ
さ
の
。
小
山
清
吾

・
小
山
洋

之
介
副
会
長
、
高
橋
昭
平
常
務
理
事
、
田
澤
雄
二

郎

・
柳
沢
紀
子

・
渡
辺
静
雄
理
事
ほ
か
に
格
別
の
御

協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

青
年
会
議
所
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
か
ら
、
高
峰

高
原
に
お
い
て
「ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
野
口
健
と
登
ろ
う

浅
間
山
」
と
題
し
、
清
掃
登
山
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
約
二
百
人
の
小
中
学
生
が
参
加
し
、
野
口
さ
ん

か
ら
環
境
保
護
の
大
切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
浅
間

山
の
外
輪
山

・
黒
斑
山
ま
で
清
掃
登
山
を
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
浅
間
山
を
環
境
保
護
意
識
を
高
め
る

活
動
の
拠
点
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。十

月

一
日
に
は
、
懐
古
園
で
は
初
め
て
の

「小
諸

城
址
懐
古
園
薪
能
」
を
、
馬
場
の
特
設
舞
台
で
行
い

ま
し
た
。
本
丸
石
垣
を
背
に
し
、
か
が
り
火
に
映
え

る
舞
台
で
演
じ
ら
れ
る
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

の
能
楽
師
の
舞
や
謡
、
夜
空
に
響
く
鼓
の
音
に
、
約

千
三
百
人
の
観
衆
は
、
幻
想
的
な
世
界
を
堪
能
し
て

お
り
ま
し
た
。
懐
古
園
の
新
た
な
魅
力
を
探
り
出
し

て
い
く
た
め
に
も
、
来
年
度
の
開
催
を
含
め
今
後
も

様
々
な
面
で
検
討
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

十

一
月
二
日
、
文
化
の
日
に
は
、
乙
女
湖
公
園
の

文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「市
制
施
行
五
十
周
年
記

念
式
典
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
小

諸
高
校
音
楽
科
の
皆
様
に
よ
る
演
奏
会
も
行
な
わ

れ
、
ス
テ
ー
ジ
と
会
場
が

一
体
と
な
り
、
一新
た
な
門

出
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
浅
間
山
が
去
る
九
月

一
日
の
夜
、
二
十

一

年
ぶ
り
に
噴
火
い
た
し
ま
し
た
。
以
降
、
）洒
発
な
活

動
状
態
が
続
い
て
お
り
、
Ａ
ラ
ン
ク
指
定
の
活
火
山

と
は
い
え
、
自
然
の
猛
威
を
痛
切
に
実
感
し
て
お
り

ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
九
月
二
十
六
日
に
は

「浅
間
山
登

山

マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
小

諸
駅
と
浅
間
山
荘
を
往
復
す
る
標
高
差
七
百
三
十

七
メ
ー
ト
ル
、
全
長
二
十
七
・八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

約
百
六
十
人
の
参
加
者
が
初
秋
の
高
原
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
こ
の
コ
ー
ス
の
片
道

を
歩
く

「ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
も
新
た
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

浅
間
山
の
南
麓
に
位
置
す
る
小
諸
市
は
、
浅
間
山

に
育
ま
れ
た
地
で
あ
り
、
浅
間
山
と
の
共
生
が
無
く

し
て
は
小
諸
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
言

っ
て

も
過
言
で
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
火
山

活
動
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
早
期
の
登
山
解
禁
実
現
を

含
め
、
共
々
に
英
知
を
出
し
合
い
、
浅
間
山
と
の
共

生
を
考
え
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

国
際
化
時
代
の
今
日
、
我
が
国
の
果
た
す
役
割
も

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
小
諸
市
で
は
、
中
華
人

民
共
和
国
の
南
京
大
学
と
提
携
す
る
中
か
ら
、
同
大

学
の
日
本
語
学
部
の
学
生
が
学
習
す
る
島
崎
藤
村

先
生
の
作
品
の
翻
訳
文
と
感
想
文
に
対
し
、
賞
を
贈

っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
三
年
に

一
度
の
授
賞
式
の
年

で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
去
る
十
月
十
四
日
に
南
京
大

学
を
訪
問
し
、
授
賞
式
を
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。

文
学
の
世
界
に
壁
は
無
い
と
申
し
ま
す
が
、
藤
村

先
生
の
作
品
が
遠
く
離
れ
た
中
国
で
多
く
の
皆
様

に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
参
り
ま
し
た
。

市
政
の
近
況
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
国
際
化
、

少
子
高
齢
化
、
一局
度
情
報
化
時
代
の
今
日
、
加
え
て

景
気
低
迷
が
長
引
く
経
済
環
境
の
中
、
地
方
自
治
体

は
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い
時
代
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
。

島
崎
藤
村
先
生
は

「も

っ
と
新
鮮
に
、
そ
し
て
簡

素
に
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
を
残
し
て
く
れ
ま
し

た
。
市
制
五
十
周
年
を
契
機
に
、
こ
の
精
神
を
モ
ッ

ト
ー
に
元
気
の
あ
る
小
諸
、
誇
り
の
持
て
る
小
諸
市

づ
く
り
に
邁
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ふ
る
さ
と
、
そ
し
て
私
た
ち
の
ま
ち
小
諸

市
は
、
浅
間
連
峰
が
冬
化
粧
を
始
め
、
寒
さ
も
日

一

日
と
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
折
り
を
み
て

小
諸
市
に
お
出
か
け
い
た
だ
き
、
変
貌
す
る
市
域
を

ご
高
覧
賜
り
、
デ
助ヽ
言
や
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
更
な
る
ご
健
勝
、
東
京
小
諸
会

の
限
り
な
い
発
展
を
哀
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
い
」

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
こ
こ
に
、
東
京
小

諸
会

平
成

十

六
年
度

総

会

。
大
懇
親
会
が
、
ご
来

賓
の
皆
様
を
は
じ
め
大
勢

の
会
員
皆
様
が
ご
出
席
の

も
と
、
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
衷
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
小
諸

を
離
れ
お
元
気
に
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に

重
ね
て
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素
は

小
諸
市
政
の
推
進
に
温
か
い
ご
支
援
、
デ
」協
力
を
賜

り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

私
は
去
る
四
月
十

一
日
に
行
な
わ
れ
た
市
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、
小
諸
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
「行

動
す
る
市
長
」
を
キ
ヤ
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
市
民
の

立
場
に
立
ち
、
大
切
な
も
の
は
何
か
を
見
極
め
、
改

革
し
、
決
断
し
、
実
行
す
る
市
政
の
実
現
を
目
指
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

小
諸
市
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
市
制
を
施
行
し
、

本
年
満
五
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し

た
。
市
民
総
出
で
祝
賀
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

一
部
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

真
夏
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
七
月
二
十
四
日
、
小
諸



〔3〕  第28号 東 京 小 諸 会 々 報

２．
日
に
初
登
庁

小
林
俊
弘
市
長
の
任
期

は
十
八
日
ま
で
。
退
任
式

は
き
ょ
う
十
六
日

（金
）

午
後
三
時
か
ら
で
、
四
時

半
に
玄
関
で
見
送
る
。　
一

方
、
芹
沢
新
市
長
の
初
登

庁
は
二
十

一
日

（水
）
。

午
前
九
時
半
に
玄
関
で
登

庁
式
を
行

い
、
十
時
か
ら

就
任
式
だ
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
小

林
市
長
自
ら
三
割
の
減
額

に
踏
み
切

っ
た
給
料
カ
ッ

ト
は
、
条
例
上
四
月
ま
で
。

な

っ
た
小
諸
市
長
選
。
ど

の
マ
ス
コ
ミ
も
開
票
作
業

が
終
わ
る
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

市
を
三
分
す
る
ほ
ど
の
激

し
い
戦
い
と
な

っ
た
小
諸
市

長
選
は
、
芹
沢
勤
氏

（６３
）
＝

与
良
＝
が
新
市
長
に
選
ば
れ

た
。
税
収
の
減
少
、
ご
み
問

題
な
ど
課
題
が
山
積
み
に
な
っ

て
い
る
中
で
の
船
出
で
、
新

市
長
が
ど
う
手
腕
を
み
せ
る

か
―
。

〔開
票
結
果
〕

当
　
芹
沢
　
勤
　
１
１
、
５
６
５

小
泉
俊
博
　
１
１
、
２
１
７

草
間
重
男
　
　
　
　
５
６
６

無
効
票
　
　
　
　
２
３
０

当
確
が
打
て
な
い
く
ら
い

の
接
戦
と
な
り
、
結
局
、

芹
沢
氏
が
三
百
四
十
八
票

と
い
う
小
差
で
小
泉
俊
博

氏

（４。
）
＝
谷
地
原
＝
を

破

っ
た
。

投
票
率
は
、
選
挙
戦
と

な

っ
た
前
々
回

（平
成
八

年
）
を
六

・
一
四
ポ
イ
ン

ト
下
回
る
六
六

。
九
五
％
ｃ

四
十
三
あ
る
投
票
所
の
う

ち
、
四
カ
所
で
五
割
を
割
っ

た
。
ま
た
、
投
票
者
の

一

二
％
に
あ
た
る
二
千
八
百

六
十
九
人
が
期
日
前
に
投

票
し
た
。

十

一
日
の
午
後
十
時
、

芹
沢
氏
の
支
持
者
ら
は
、

与
良
公
会
堂

一
階
に
入
り

き
れ
ず
、
駐
車
場
に
椅
子

を
並
べ
る
程
ｃ
当
選
を
喜

ぶ
熱
狂
的
な
雰
囲
気
の
中
、

芹
沢
氏
は

「小
諸
の
皆
様

の
良
識
を
信
じ
て
こ
こ
ま

で
来
ま
し
た
。
小
諸
の
皆

様
は
正
し
い
選
択
を
し
て

頂
き
ま
し
た
」
と
第

一
声
。

「
全
身
全
霊
を
傾
け
て
、

市
民
の
皆
様
と
共
に
歩
ん

で
い
き
た
い
」
な
ど
と
、

端
々
に

「市
民
」
の
言
葉

を
散
り
ば
め
た
。

一
方
、
小
差
で
破
れ
た

小
泉
氏
は
、
支
持
者
ら
が

涙
を
流
す
中
、
「全
力
を

尽
く
し
た
の
で
悔
い
は
残
っ

し
な
の
鉄
道
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
今

月

の
毎
週
土
曜

に
限
り
運
行
す
る

「
ぐ
る
っ
と
信
州
と
き
め
き
号
」

の

出
発
式
は
二
日
、
田
中
康
夫
知
事
も

駆
け
付
け
、
小
諸
駅
で
行

っ
た
。

駅
構
内
で
は
、
与
良
チ
ン
ド
ン
バ

ン
ド
や
消
防
団
音
楽
隊
、
小
室
節
保

存
会
が
式
に
花
を
添
え
、
車
内
で
は

「
御
牧
ヶ
原
ポ
タ
ー
ジ

ュ
ス
ー
プ
」

を
温
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
小

諸
市
民
も
協
力
し
た
。

と
き
め
き
号
の
運
行
は
あ
と
四
日

あ
る
が
、
す
で
に
四
日
間
と
も
満
席

の
た
め
予
約
を
断

っ
て
い
る
。

子θ23θ 昭柑驀手8月 24日 第二種郵便物認可第1084号

妻の巻枝さんとだるまの日入れをする

芹沢新市長

が
調

た
低

つ
は

だ
率

戦
票

激
投

五
月
か
ら
元
に
戻
る
。
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嗜
断

く
お

て
い
な
い
」
と
あ
い
さ
っ
。

態
勢
づ
く
り
の
出
遅
れ
を

嘆
く
支
援
者
も
多
か
っ
た
。

●
■
■
■
一・ｔ
●
■
■
．．１

自
家
用
車
を
運
転
し
な

力
ら
、
自
ら
ポ
ス
タ
ー
を

貼
り
、
首
に
下
げ
た
マ
イ

ク
で
支
持
を
呼
び
か
け
て

い
た
草
間
重
男
氏

（５４
）
＝

東
雲
＝
。
開
票
時
も
市
民

会
館
に
出
向
き
、
直
接
開

票
を
見
守

っ
た
が
、
票
は

五
百
六
十
六
に
留
ま
っ
た
。

有
効
投
票
の

一
割
に
届
か

ず
、
供
託
金
百
万
円
は
没

収
が
決
定
ｃ

中
∠
″滋
∩
一
″
４
／
ρ

小
諸
市

百
歳
以
上
は
８
人

小
諸
市
の
高
齢
化
率
は

二

一
。
九
五
各
。
百
歳
以

上
が
八
人
、
九
十
九
歳
は

十
人
、
米
寿
は
百
四
十
人
、

喜
寿
が
五
百
二
人
。
ま
た

市
の
お
祝
い
金
は
喜
寿
が

五
千
円
、
米
寿
七
千
円
、

八
十
九
歳
か
ら
九
十
八
歳

は
五
千
円
、
白
寿
以
上
は

一
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

ときめき号を見送る小室節保存会
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芹沢市政スタート
小田中助役は辞任

人
事
は
五
月

一
日
付

で
発

令
す
る
予
定

で
、

例
年
並

み
の
職
員
の

四
分
の

一
・

百
人
弱
程
度

に
な
り
そ
う

だ
。

■
小

田
中
氏

は
突
鉄
あ

辞

任
〇

…
小
諸

市
長
を

二
期

き
た
い
。
業
務
の
改
善
な

ど
提
案
制
度
を
導
入
推
進

し
て
い
く
の
で
、
失
敗
を

恐
れ
ず
思
い
切

っ
て
実
行

し
て
は
し
い
」
と
職
員
を

激
励
し
た
。

■
助
役
人
事
は
五
月
定
例

〈
本
で〇

…
小
田
中
市
雄
助
役

退
任
に
伴
う
助
役
人
事
は

五
月
臨
時
議
会
に
提
案
す

る
予
定
で
、
「
そ
れ
な
り

に
進
め
て
い
る
」

↑
斤
沢

市
長
）
。
ま
た
、
市
職
員

助
役
人
事
は
五
月
臨
時
議
会

職
員
人
事
は
五
月

一
日
付

■
提
案
制
度
導
入
な
ど
職

員
を
激
励

〇
…
十
九
日
か
ら
任
期

が
始
ま

つ
た
芹
沢
勤
市
長

は
二
十

一
日
、
地
元
与
良

で
沿
道
を
埋
め
る
歓
迎
を

受
け
た
あ
と
初
登
庁
。
市

職
員
や
市
民
ら
の
拍
手
と

声
援
の
中
、

笑
顔
で
市
役

所
に
入
り
、
ひ
と
り
ひ
と

り
と
握
手
を
交
わ
し
た
。

就
任
式
で
芹
沢
市
長
は

「
市
民
と
の
和
、

職
員
と

の
和
を
基
本
に
据
え
て
い

市
長
席
に
就
い
た
芹
沢
勤
新
市
長

八
年

務
め
た
小
林
俊

弘

氏

の
任
期
は

十
八
日
ま

で
。
　

十
六
日
に
行

っ

た
辞
任
式
で
は
、

「
市

政

は
継
続

す
る
こ
と
が
大

事
。
　

一
致
協
力

し
て
お

願
ぃ
し
た
い
。
私

は
あ
く

ま
で
も
和
が
あ

っ
て
こ
そ

発
展
が
あ
る
と
信

じ
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

玄
関
前
に
集
ま

っ
た
職
員

や
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
と

に
こ
や
か
に
握
手
を
交
わ

し
な
が
ら
、

五
十
年
近
く

務
め
た
小
諸
市
役

所
を
後

に
し
た
。

○
‥
助
役
任
期
が
十
月

ま
で
と
任
期
途
中
だ

っ
た

小
田
中
市
雄
氏
は
、

十
六

日
に
な

っ
て

「辞
任
す
る

な
ら
小
林
市
長
と

一
緒
と

か
ね
て
か
ら
考
え
て
い
た
」

と
小
林
市
長
に
辞
表
を
提

出
。小

田
中
氏
は
小
諸
市
糠

地
在
住
。
広
域
行
政
組
合

事
務
局
長
、
小
諸
市
総
務

部
長
な
ど
を
歴
任
し
て
平

成
九
年
か
ら
小
林
俊
弘
氏

の
元
で
収
入
役
。
平
成
十

二
年
十
月
、
当
時
の
芹
沢

助
役
退
任
後
半
年
に
わ
た

り
空
席
に
な

っ
て
い
た
助

役
に
就
任
し
た
。

終
戦
前
後
に
杉
並
区
か
ら

学
童
集
団
疎
開
し
た
元
疎
開

児
童
ら
が
、
疎
開
先
の
長
野

県
小
諸
市
の
成
就
寺
に
記
念

碑
を
建
立
し
た
。

２４
日
に
、

元
児
童
で
建
立
の
発
起
人
で

も
あ
る
作
曲
家
の
小
林
亜
星

さ
ん
（７２
）
ら
が
参
加
し
て
除

幕
式
を
行
う
。

建
立
し
た
の
は
成
就
寺
に

疎
開
し
た
杉
並
区
立
大
宮
小

学
校

（堀
ノ
内
１
、
当
時
は

大
宮
国
民
学
校
）
の
疎
開
児

童
で
作
る

「こ
も
ろ
会
」
。

疎
開
６０
年
を
機
に
、
お
世
話

③ooeoooo⑤ ⑤eOOOOoooeeceeeeoooooOeeeOooooo0000000000000oooooooOOOeO

杉並区立大宮小の元児童ら `ら7

長野に疎開記念碑
議長小林亜星さんも参加

小
諸
市
の
芹
沢
勤
市
長
に
よ
る
市
政
が
二
十

一

日

ス
タ

ー

ト

し

た

。
　
一
方
、
小
田
中
市
雄
助
役
は

役
の
任
期
は
今
年
十
月
ま
で
あ
る
。

笑顔で市役所を後にする小林俊弘前市長

に
な

っ
た
人

へ
の
感
謝
や
戦

争
体
験
を
石
に
刻
み
、
戦
争

の
な
い
世
界
を
願
う
思
い
を

後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
有
志

２５
人
が
費
用
を
出
し
た
。

大
宮
国
民
学
校
の
３
、
６

年
生
計
５３
人
は
１
９
４
４
年

８
月
か
ら
４５
年
１１
月

（６
年

生
は
３
月
）
ま
で
成
就
寺
で

暮
ら
し
、
地
元
の
子
ど
も
や

仲
間
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
、
冬

の
寒
さ
や
食
糧
難
、
親
元
を

離
れ
て
暮
ら
す
切
な
さ
な
ど

を
経
験
し
た
。

疎
開
か

ら
約
３０
年
た

っ

て
、仲
間
の
交
流
が
始
ま
り
、

「こ
も
ろ
会
」
が
で
き
た
。

交
流
の
ほ
か
、
小
林
さ
ん
の

作
曲
で
疎
開
の
思
い
出
の
歌

を
作
る
な
ど
し
て
い
る
。

式
に
は
、
会
の
メ
ン
バ
ー

や
成
就
寺
の
住
職
ら
が
参
加

し
、
疎
開
の
思
い
出
の
歌
を

流
す
中
で
除
幕
す
る
。

会
の
関
口
昌
男
代
表
（７‐
）

は

「我
々
が
し
た
よ
う
な
体

験
を
三
度
と
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
。
碑
建
立
が
恒
久

平
和
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

【益
子
香
里
】
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大
正
九
年
創
立
の
小
商
野
球
部

創
立
時
の
情
報
を
募
集

一ヾ

大
正
九
年
に
小
諸
商
業

高
校
野
球
部
を
創
立
し
た

角
田
久
福
先
生
の
三
男

・

角
田
宏
さ
ん

（
７‐
）
＝
佐

久
市
長
土
呂
＝

小
商
で
は
来
年
の
創
立

百
周
年
に
合
わ
せ
、
卒
業

し
た
部
員
に
原
稿
を
依
頼

し
、
戦
歴
を
入
れ
た

「
野

球
部
創
部
八
十
五
周
年
誌
」

を
発
行
す
る
そ
う
で
す
。

創
部
か
ら
八
十
年
以
上
が

経

っ
て
い
る
た
め
、
当
時

の
手
が
か
り
が
な
い
よ
う

で
す
が
、
昭
和
三
十
九
年

に
亡
く
な

っ
た
父
の
ア
ル

父
は
、

早
稲

田

大
学
卒
業
後
、

安

田
銀
行

に
勤

め

て

い
ま

し
た
が
、

呼

び
戻
さ
れ
て
帰
郷
。

神
津

利
三
郎
校
長

に
呼
ば
れ
、

大
正

九
年

か
ら
十

二
年

ま

で
小
商

に
赴
任

し
て
い
ま
し
た
。

創
部
時

の
事
は
、

私

は
分
か
り
ま

せ

ん
が
、
幼

い
頃
、

野
球
好
き

の
父
が

早
慶
戦
を

ラ
ジ
オ

で
聞

い
た
り
、

軽

井
沢

の
野
球
場

に

よ
く
行

っ
て

い
た

事

を
覚
え

て

い
ま

も

，

夕

，

６

，

ふ

バ
ム
に
創
部
時
の
写
真
が

残

っ
て
い
ま
し
た
。

す
。×

×

×

×

×

×

情
報
提
供
は
、
写
真
に

載

っ
て
い
る
人
の
事
や
創

部
に
ま

つ
わ
る
話
な
ら
ど

ん
な
事
で
も
可
。
十
月
末

ま
で
に
六
供
の
荻
原
弘
さ

ん

（電
話
２
２

・
５
６
７

・・
）
　
へ．。

小
諸
市
制
五
十
周
年
を

記
念
し
て

一
日
、
小
諸
城

址
懐
古
園
薪
能
が
開
催
さ

れ
、
市
内
外
か
ら
千
三
百

人
が
参
加
。
薪
能
を
満
喫

し
た
。

薪
能
は
準
備
期
間
が
三

ヶ
月
と
極
端
に
短
い
中
、

中
盤
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
販
売

に
加
速
が
つ
き
、
開
催
半

月
前
に
完
売
と
な

っ
た
。

多
く
は
小
諸
市
民
だ
が
、

市
外
県
外
か
ら
の
観
客
も

目
立

っ
た
。

懐
古
園
馬
場
に
し
つ
ら

え
た
舞
台
は
背
景
の
石
垣

や
松
の
本
、
桜
の
本
を
そ

の
ま
ま
生
か
し
た
趣
あ
る

環
境
。
狂
言

「清
水
」
と

能

「船
弁
慶
」
が
終
わ
る

と
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手

が
わ
い
た
。
当
日
行

っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
元
に
、

今
後
も
懐
古
園
の
魅
力
の

活
用
に
つ
い
て
な
ん
ら
か

の
手
立
て
を
考
え
て
い
く

と
し
て
い
る
。

創
部
時
の
写
真

**北紫紫北実業北**実*奪*****糞 *北北*
t卜 澪銘ハ/′=′ 小

懐
古
園
の
魅
力
満
喫

薪
能
に
千
三
百
人
″

た
き
ぎ
？
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
払
ｎ

「浅
間
天
狗
」
で

盛
り
上
げ
る

ふ
―
ど
ま
つ
り

今
年
十
年
目
を
迎
え
た

「
信
州
こ
も
ろ
ふ
―
ど
ま

つ
り
」
は
三
日
開
き
、

市

内
五
カ
所
に
設
置
し
た
サ
ー

ビ

ス
エ
リ
ア
で
、

小
諸

の

食
や
風
土
を

ア
ピ
ー
ル
し

た
。〈

フ
年
は
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
浅
間
天
狗
」

を
イ

メ
ー

ジ
し
た
創
作
料
理
が
テ
ー

マ
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
約
十
団
体
が
、
納
豆
料

理
や
コ
ロ
ッ
ケ
、
そ
ば
な

ど
を
ア
レ
ン
ジ
し
、
工
夫

を
凝
ら
し
た

「浅
間
天
狗

料
理
」
を
披
露
し
た
。
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東
京
小
諸
会
会
長

長
野
県
人
会
連
合
会
相
談
役

世
界
経
済
研
究
協
会

霧
理事
韮
　
澤
　
一帰
　
雄

事
務
所

　

一Ｔ
隔
‐
剛
　
東

京

都

港

区

西

新

橋

一
―

七

十

一
四

垣
見
ビ
ル
五
階

電
　
話

（〇
三
）
二
五
〇

一
―

一
三
二

一

Ｆ
Ａ
Ｘ

（〇
三
）
二
五
〇

一
　

一
四
二
〇

自
　
宅

　

一Ｔ
貯
‐
幽
　
東
京
都
杉
並
区
松
庵

二
　

一
五

‐
一
〇

電
　
話

（〇
三
）
三
一壬
壬

一　
四
三
二
八

東
京
小
諸
会
副
会
長

小
山
田
法
律
事
務
所

弁  弁
護  護
士  士

ノlヽ

山

田

純

慎 一

菊

　

地

事
務
所

　

一Ｔ
取
‐
園
　
東

京

都

中

央

区
京

橋

二

　

一　
一
　

五

パ

イ

ン

セ

ン

ト

ラ

ル

ビ

ル

九

階

雷
一
　

ン市

（〇
三
）
三
五
六
四

‐
三
四
十

一　
言
一四
七
二

自
　
宅

　

一Ｔ
ｌ７４
‐
側
　
東
京
都
東
村
山
市
秋
津
町
四
‐
二

一
　

一
四

電
　
話

（〇
四
二
三
）
九
五
　
〇
五
六
八

東
京
小
諸
会
副
会
長

大

池
　
あ
さ

の

〒
日
‐
側
　
東

京
都

目
黒
区
三
田
二
　

一
〇

　

一
一

電
　
話

（〇
三
）
三
七

一
三
　
四
二

一
〇

東
京
小
諸
会
副
会
長

カ
ル
ピ
ス
株
式
会
社

顧
問

小
　
山
　
洋
之
介

〒
田
‐
酬
　
東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
西
二
―
二

一
―

一

電
　
話

（〇
三
）
三
四
六
三
―
二
五
四

一

東
京
小
諸
会
常
務
理
事

税
　
理
　
士高

橋

昭

平

〒
Ｖ
‐
圏
　
東
京
都
目
黒
区
東

ヶ
丘

一
―

二
八
―
八

電
　
話

（〇
三
）
三
四

一
八
―
〇
四

一
六

東
京
小
諸
会
理
事

ゴヒ

村

尚

巳

〒
別
‐
剛
　
横

浜
市

旭

区
中

沢

三
―

五

一
―

一
一

電
　
話

（〇
四
五
）
三
六
三
―
六
三
〇
七

東
京
小
諸
会
理
事

コ
ミ
ー
株
式
会
社
社
長

小

宮

山

　

栄

〒
設
‐
卿
　
埼
玉
県
川

口
市
並
木

二
―

ニ
ー
三

電
　
話

（〇
四
八
）
二
五
〇
―
五
三

一
一

東
京
小
諸
会
副
会
長

長
野
県
人
会
連
合
会
評
議
員

東
京
浅
間
会
顧
問

ノJヽ

山

（
能

美

防

満清
顧

間 五
V 口

〒

‐７９
‐
剛
　
東
京
都
練
馬
区
春

日
町
二
　

十
六
十

八

電
　
話

（〇
三
）

二
九
九
〇
　
七
五
八
九

（
小

諸

市

与

良

町

出

身

）

三

井

住

友

海

上

蜘

社

友

東
京
小
諸
会
理
事

ノJヽ

山

陽
太
良Б

〒
郷
‐
剛
　
横

浜
市
泉

区
岡
津

町

一
工
〇
〇

―

二

ル
ネ
戸
塚
爾
生
台
九

一
一

電
　
話

（〇
四
五
）
八

一
四
―
二
六
二
五

石
川
島
播
磨
重
工
業
株
式
会
社

技
術
開
発
本
部

技
師
長

工
学
博
士
　
技
術
士

（建
設
部
門
）

田

沢
　
雄

二
郎

〒
郷
‐
剛
　
横

浜
市
磯

子

区
新

中
原

町

一
番
地

電
　
話

（〇
四
五
）
七
五
九

―
二

一
四

一

Ｆ
Ａ
Ｘ

（〇
四
五
）
七
五
九
‐
三
二
〇
八

甲
ヨ
●
テ

廷
一一『
‐
０
一●
Ｎ
て
し
ｅ
一〓

８

ピ

東
京
小
諸
会
理
事

婦
人
用
ア
ク
セ
サ
リ
ー
　
手
作
り
高
級
造
花

造
花
材
料
　
製
造
卸

有
限
会
社
　
ア
オ
イ沢

糸己

子

営
業
所

　

一Ｔ
ｌ７６
‐
幽
　
東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北

四
‐

二
八
　
六

電
　
話

（〇
三
）
二
九
四
八
　

一
六

一
一
（代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ

（〇
三
）
二
九
四
八

十
一
六
二
九

自
　
宅

　

一Ｔ
ｌ７６
‐
昭
　
東
京
都
練
馬
区
中
村
北

一
　

一
〓
一　

六

電
　
話

（〇
三
）
二
九
七
〇
　
一雀

一〇
六

オフ「

取
締
役三

和
シ
ヤ
ッ
タ
ー
エ
業
株
式
会
社

冨1取

社締

長 役

渡

辺

静

雄

〒
旧
‐
醐
　
東

京

都
新

宿

区

西
新

宿

ニ
ー

一
ヽ

一

新
宿
三
井
ビ
ル
五
三
階

電
　
話
　
〇
三

（三
二
四
六
）
三

一
〇
〇

監

事

理  常

〃 ″ ″ ″ ″ ″ ″ 〃 〃 〃 ″ 〃  〃

謹

〃 〃 〃

公  事 会 事

計    計

副 会

〃 会  ″ 〃 〃 〃 〃 〃 ″ ″ 〃 ″ 〃 〃

長 長

東^

京

小

諸

会

役

員
〕‥

，

‥

§

（平
成
十
六
年
十

一
月
現
在

・
五
十
音
順
）

顧
　
　
問

渡 土 渡 柳 中 土 田 鈴 須 白 小 小 北 岡 石 高 小 小 小 大 小 市 韮 柳 掘 羽 羽 芹 白 塩 香 小 小 高 岩 井

山

邊 屋 辺 澤 村 屋 澤 木 田 鳥 山
宮

村 部 井 橋 林 山 山 池 田 川 澤 沢 込 田 田 沢 鳥 川 坂 山 林 木 崎 出

山

義 佳 静 紀 美 憲 雄 裕 武 ひ 陽  尚 幸 敬 昭  洋 清 あ 純 源 嘉 祥 征 雄 映 忠  五 俊 蘭 忠 正

代    太 二   さ 太 之  さ  太     一

知 子 雄 子 子 郎 郎 子 久 じ 郎 栄 巳 美 二 平 博 介 吾 の 一 郎 雄 一 雄 郎 孜 勤 雪 巳 勝 郎 弘 子 夫 一



褥
1日 |ユ■モラスでシンプル

=,■
気くばつ|ミラ|■「ふわりJ誕生11

k恥丘Ih」L垂壼
●お試しサンブル無料貸出制度をご利用下さい。

シヨップミラーだけでも20種類以上。大きく見たいか?

小さくても広く見たいか? 目立たない方が良いか?

あるいは逆か? 最適なミラーをご検討下さい。

コ ミ ー 株 式 会 社 〒332‐ 0034 埼玉県り1旧市並木2-2-3
TEL 048‐ 250‐ 5311

www.komy.cO.jp   小宮山 栄 (小諸市鶴巻町出身 )

●万引問題情報室  「万引問題」物語/少年万引モラルハザー ド他

●会社案内 ●商品ガイ ド●使用現場の声 ●

"込
通信など掲載 !!

身近なATM・ コンピニか ら航空機 まで、コミーのミラーは、安全・防犯・ サー ビス・効率アップに役立っています。

三和シヤッターグループは、「安全」「安心」「快適」を
提供することにより、社会に貢献致します

低価格で「窓」の防犯性と利便性をアップ !

“防犯性能の高い住宅用窓シャッター"

鞣鞣魃讀けよ熙  洟
「防犯性能の高い住宅用窓シャッター」とは、官民合同会議で評価
された、公表リストに適合する防犯性能の高い商品です。

三和シヤッターエ業株式会社
取締役副社長 渡辺静雄

ホームンく―‐ジ  http://呻 ,sanwa― ss.coo jp

〔7〕 第 28号 東 京 小 諸 会 々 報

|
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マンズワイン株式会社
小諸ワイナリー

〒384」 諸ヽ市諸375
80267-22-6341ご見学可

旅僣り颯 やすらぎと,マンにひたるノゾーハホテル

窓からは浅間連峰北アルプスの山々が
眺望でき、体の芯より温め、疲れを癒 し
てくれます。休憩室・男女サウナ完備。

【泉質】単純温泉
【効能】疲労回復、健康増進、

神経痛、筋肉痛

【宿泊】 一泊朝食付G捌 )

6′ 800円～

〈入浴時間〉
6時～9時。11時～24時

【日帰用
1′ 000円 (タオル浴衣付)

500円 (タオル持参)

11時～22時

小諸温泉

浅
間
山
麓
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
拠
点
に
〃

さ
わ
や
か
信
州
・小
諸

紅
葉
狩
り

0小言古グランドキやリユjしJTLヨし
小諸市古城1-1-5 Te1 0267-22-8000

≠

ａ i′rグ

・争叩
・

信州・信濃

挽きたて・打ちたて・茄でたて

●も備4す

本社

株式会社三ツ不口小諸そば事業部
〒104東京都中央区新川2丁目13番 8号 ●03(3555)0092

健康を贈る

山吹味噌の特長一

天然、自然の条件を何よりも尊重し

味噌に最適な原料を選び

昔ながらのみそ造りの長所を守り

量産にこだわらず、自然の味のみを

追求しています。

味 噌 づ くり300有 余 年一一 ―

J贈蜂翠麻F薔
信州味噌株式会社

本社/〒 161東京都新宿区下落合3-17-38
T巨 L03-3951-1141(代 )

工場/〒384長野 県小諸市荒町 1-フ ー 11

T E L0267-22-o007(代 )
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参
|ヨ困□■ 火曜日(8～ 11月は無体)

脚 AMll:00～ PM9:00
四 H17年 2月 は不定体です

社長 花 岡 道 別
ち  わき

(小諸市観光協会会長)

平日鯛～木)のみ/1日 限定40名様0名様以上で)

飲み放題〉

円
‐‐
t氏裁言

カニ潤■とくとくコース139800円
お一人様1泊2食 (サ 。税込)/平日(月 ～木)のみ

爛太郎コース
●日帰り/お 人様4,500円～(理・税

"
● 1泊2食/お 人様8,000円 ～(堤 .税別|

佑州`lヽ諸・菱野温泉

メき鍋胃ぼ押Pきコ漱

物

一
白

お
”

ａ
ｖ嫌

喰

‐２０分、
００

く
　
・ｎ
ｘ
ｕ

丁EL0267・ 22・ 0516

佐
久
の
地
酒

・
山
謙
酒
造
の
花
シ
リ
ー
ズ

暑

↓孝

友

純米酒
″＝Ｔ閣Ｉ暉√

奎
造
イ
ム
η

水
は
浅
間
の
伏
流
水
。

米
は
山
田
錦

・
美
山
錦
を
主
原
料

に
、
酒
造
り
の
命
で
あ
る
、
麹
造

り
は
む
ろ
ん
の
こ
と
嬌
詰
に
至
る

ま
で
す
べ
て
伝
統
に
の
っ
と
っ
た

手
造
り
の
地
酒
で
す
。

郷
里
か
ら
の
贈
り
物
に
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

銘
曹

山
謙
酒
造
店

幽

長
野
県
小
諸
市
市
町

一
―
ニ
ー
二
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
二
六
七
―
二
二
―
〇
〇

一
七

原
料
大
豆
と
し
て
良
質
の
丸
大
豆
を

‐００
％
使
用

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
特
選
丸
夫
ユ
し
ま
つ
ゆ

(ω ″ηρ

―

お刺身に

冷や奴に
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躍進する香坂グループ

株式会社 香

株

　

　

ロコ

坂
　
　
坂

コ

崎

土

香

山

建

式

勝

設

社

　

地

信 濃 培 養
△

=
代表取締役

株式会社 シ ン
代表取締役

本社/小諸市甲92番地

信濃培養土欄

欄シンコー土地

武信

80267-22-1184(代 )

80267--22--5439

80267--25--2111
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誠実な技術をもって

地域社会に貢献する

総 合 建 設 業

◆

竹1花工業1株1式会‐社
代表取締役

代表取締役

人

幸

和

正

浦

澤

山

唐

本社 小諸市南町2-6-10 TEL.0267(22)1750代  FAX.0267(23)3969

支店 田中 0268(62)0144・ 駒ヶ根 0265(82)3218。 東京 0425(83)7067

信 グ 卜ヽ「 博 /Jヽ 諸 ―
大 好 評 頂 き ま に

た
日
し

5号缶 田形量200g言吉

地元浅間高原産の一級品の原料を使用しています。

郷土の特産として、贈答品、おみやげとして、御

利用ください。

3本詰め、6本詰め、 10本詰めなど御座います。

多少にかかわらず全国発送致します。

平成 4年度長野県園芸特産展入賞

小諸市推薦土産品認定品

株式会社 高嶺商会
小諸市和田547-21

π  0267-22-383
mX 0267-22-439

２

６
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東京小諸会平成16年度総会 。大懇親会御出席回答者名簿

平成16年 11月 6日 (土 )

如 水 会 館 に て
(敬称略・会員は五十音順)

長野県議会議員

長野県人会連合会常務理事

東京滑川会会長

″ 副会長

〃 副会長

東京上田会相談役

閉三ツ和 (小諸そば)会長

作家『若山牧水 うれしかなし』

などの筆者

局

我

山

石

石

山

′j、

田

木 蘭 子

山   惇

田 郁 子

川   隆

倉 京 子
|

崎 延 秋

川 正 元

村 志津枝

【あ】

甘 利 光 男 (不日 田)

【い】

飯 高 盛 龍 (市 町)

石 井 敬 二 (荒 町)

井 出 頼 子 (柏 木)

市 川 源太郎 (柏 木)

岩 崎 忠 男 (田 町)

う趨気つ  ち P}
【う】

上 田 みゆき (耳 取)

【お】

犠ÅЪ言(l押

大 村 高 芳 (芝生田)

小山田 純 一 (北大井)

【か】

掛 り|1 征 支 (川 辺)

掛 川 好 重 (本 町)

柏 木 康 男 (南大井)

上 山 辰 子 (八 幡)

川 島 武 志 (城 下)

川 島 登志子 (本 町)

小 林   稔 (荒 町)

小 林 好 子 (旭 岡)

ノlヽ 林 芳 彦 (八 満)

小官山   栄 (鶴巻町)

ノ」ヽ 山 尭 志 (市 町)

′lヽ 山 清 吾 (与 良)

小 山 琢 之 (市 町)

ノ」ヽ 山 治 阜 (市 町)

小 山   教 (赤 坂)

ノ」ヽ 山 泰 昭 (与 良)

小 山 洋之介 (市 町)

【さ】

佐 藤 五十次 (芝生田)

笹 沢 鉄 男 (川 辺村)

中

中

中

中

中

【と】

部 治 子 (乗 瀬)

【な】

川 千枝子 (本 町)

村 和 巳 (市 村)

村 久 夫 (諸 )

村 浩 子 (市 村)

村 美 子 (三岡村)

【に】

澤 嘉 雄 (相生町)

【ひ】

日野原 愛 子 (本 町)

【ふ】

古 川 正 子 (御代田)

古 越   保 (紺屋町)

古 庄 博 子 (本 町)

舟 田 秋 生 (平 原)

得嘲ユみ子峰¬

堀   英 毅 (与 良町)

【ま】

松 本 貞 子 (石原町)

【や】

八木澤

柳 沢

柳 澤

柳 澤

柳 沢

柳 澤

山 浦

山 崎

山 田

弘 志 (田 町)

国 利 (佐久市常日)

順 子 (荒 町)

直 樹 (与 良)

紀 子 (市 町)

保 雄 (御幸町)

俊 ― (加 増)

善二郎 (田  町)

益 英 (糖 地)

【よ】

フヽア

“

ζし ヤ

【わ】

渡 辺 静 雄 (紺屋町)

渡 辺 光 子 (八 満)

渡 邊 義 知 (カロ 増)

グ
″″〃多″″〃″〃″″″″″′μ′〃′′′〃″憑″

麒

″´″ノノ,`″ ノ″〃″
`′

′′滋″κ″′′″″″´″〃″″多〃ノ

ふ
る
さ
と
小
諸
や
佐
久
の
動
き
を
知
る
の
に

一
番
い
い
の
は
小
諸
新
聞
で
す
。
そ
の
小
諸
新
聞
は
首
都
圏

に
住
ん
で
お
ら
れ
る
東
京
小
諸
会
の
会
員
の
皆
様
も
ご
購
読
で
き
ま
す
。

小
諸
新
聞
は
毎
週
１
回
、
金
曜
日
に
発
行
さ
れ
ま
す
。
年
間
購
読
料
は
税
込
み
で

一
万
○
〇
八
〇
円
で
す
。

郵
送
料
は
小
諸
新
聞
社
で
負
担
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
十
六
年
十

一
月

関
小
諸
新
聞
社
　
社
長
　
一局
　
木
　
智
　
彦

〒
３８４
‐０００

小
諸
市
与
良

一
―

一
―
五
　
新
山
ビ
ル

電
　
話
　
〇
二
六
七
―
二
三
―
七
〇
〇
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
二
六
七
―
二
三
―
五
六
六
五

塩

清

清

自

白

【し】

川 正 康 (小 原)

水 つね子 (六 供)

水 範 男 (南 町)

鳥 龍 也 (本 町)

鳥 ひさじ (新 町)

【す】

江 賢 ― (芝生田)

田 武 久 (大手町)

木 裕 子 (本 町)

【た】

須
　
須
　
鈴

首

岸

岸

1ヒ

ノlヽ

ネ申

ネ申

ノlヽ

ノlヽ

【き】

木 千 幸 (三岡市村)

川 貞 男 (石 峠)

川 初 枝 (石 峠)

村 尚 巳 (石原町)

【こ】

泉 好 里 (宮 澤)

津   進 (中 松井)

津 三 男 (八 満)

林 かつみ (与 良)

林 八 三 (松 井)

林   博 (芝生田)

雄二郎 (荒 町)

勇 (御 影)

慶 寿 (耳 取)

昭 平 (相生町)

安 夫 (耳 取)

亮 三 (八 満)

任 夫 (新 町)

【つ】

佳代子 (荒 町)

憲太郎 (六供町)

武 文 (御 影)

亮 (赤 坂)

田 沢

田 中

高 橋

高 橋

高 橋

竹 花

武 田

土 屋

土 屋

土 屋

土 屋

ヽ
し
   |


